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令和元年１１月２９日 
水管理・国土保全 局 
水資源部水資源政策課 

「“水のめぐみ”とふれあう水の里の旅コンテスト 2019」受賞企画決定！ 
～ ちの観光まちづくり推進機構と就実大学八巻ゼミが最優秀賞を受賞～ 

 
国土交通省では、水の里の観光資源を活用した旅の企画の表彰を通じて、水の里の大切さと魅力を伝え、

地域の活性化を推進することを目的に、平成 22 年より「“水のめぐみ”とふれあう水の里の旅コンテス

ト」を実施しております。 

一般部門では御射
み し ゃ

鹿
か

池
いけ

の魅力を知り美しい景色の中で自然の関わりが再認識できる旅を企画した「ちの

観光まちづくり推進機構」が最優秀賞を受賞しました。学生部門では地域資源と島特有の水のストーリー

を取り入れ直島の新たな魅力を伝える旅を企画した「就 実
しゅうじつ

大学八巻
や ま き

ゼミ」が最優秀賞を受賞しました。 

 

 

 

 

 

【受賞企画一覧】（詳細は別紙参照） 

賞 受賞者 旅行地域 

一

般

部

門 

最優秀賞 (一社)ちの観光まちづくり推進機構 長野県 

優秀賞 奈良県川上村 奈良県 

奨励賞 (一社)高野山麓ツーリズムビューロー 和歌山県 

学

生

部

門 

最優秀賞 就実大学経営学部経営学科八巻ゼミ 香川県 

優秀賞 秋山 拓都、菊池 凜子(愛媛県立西条農業高等学校) 愛媛県 

奨励賞 明治大学 木寺ゼミナール 茨城県 

特別賞「絶景賞」 

(一社)ちの観光まちづくり推進機構 長野県 

秋山 拓都、菊池 凜子(愛媛県立西条農業高等学校) 愛媛県 

美祢市総合政策部地方創生推進室 山口県 

特別賞「観光庁観光資源課長賞」 (一社)高野山麓ツーリズムビューロー 和歌山県 

特別賞「インバウンド賞」 奥州忍者研究会 宮城県 

 

【表彰式の概要】 
日時：令和元年 12 月 10日（火）13:00～15:00 

会場：中央合同庁舎３号館４階 国土交通省特別会議室 

その他：表彰式は公開です。当日は受賞者による企画のプレゼンテーションが行われます。 
 

※報道関係の方・一般傍聴をご希望の方は、12月 6日（金）17:00までに、電子メールにてお申し込みください。 

・件名を「水の里の旅コンテスト 2019 傍聴希望」とし、本文に「氏名（ふりがな）、電話番号、所属団体名、

電子メールアドレス」をご記載の上、下記連絡先までお送りください。 

   電子メールの送付先：g_LAW_SSG_SCH@mlit.go.jp 

 

 

全国から応募のあった水の里を観光資源とした「旅の企画」から、最優秀賞をはじめとする
８つの受賞企画を決定しました。 

受賞者への表彰式は、12 月 10 日に開催、傍聴受付は本日より開始します。 

【問い合わせ先】 

水管理・国土保全局 水資源部 水資源政策課 野村、関口 

代表：03-5253-8111（内線 31323、31325） 直通：03-5253-8392 FAX ：03-5253-1581 

※受賞企画の内容は HP（http://mizunosato-ouen.jp/tabi/awarded/）に掲載します。 

↑御射鹿池（長野県 茅野市）   ↑笹原の田園風景（長野県 茅野市） 

一般部門最優秀賞／絶景賞 (一社)ちの観光まちづくり推進機構 
↑宮浦（香川県 直島町）     ↑直島製錬所（香川県 直島町） 

学生部門最優秀賞 就実大学経営学部経営学科八巻ゼミ 

 



（別紙） 

【水の里の旅コンテスト 2019 受賞企画】 

一般部門 最優秀賞 ／ 特別賞「絶景賞」 
 

(一社)ちの観光まちづくり推進機構 

 

『 御射鹿池と水の郷をめぐる 日帰りバスツアー 』 

＜長野県 茅野市（奥蓼科、笹原）＞ 

より深く御射鹿池の魅力を知り、茅野に生きる人々が重ねて

きた暮らしの知恵に触れ、人と自然との関わり方に改めて思い

を馳せるような旅を提供します。 

 
（講評） 

・水を自然そのまま活用するのではなく、人の手が加わって作られる水源の歴史など、人々が生活

するために必要な知恵や工夫を知ることができ、美しい景色の中で自然の関わりが再認識できる

企画である。 

・地域住民を巻き込んだ仕組みづくりも良く、地域の人の思いが伝わるようである。 

・周囲の四季折々の風景を鏡のように映し出す絶景で有名な御射鹿池だが、ただ池や水源を鑑賞す

るだけでなく、上流で水を中和するなど生活の知恵が盛り込まれていて、勉強するだけでなく自

分の生活に活かせるような面白い楽しみ方ができるだろう。 

 

 

 

学生部門 最優秀賞 
 

就実大学経営学部経営学科 八巻ゼミ 

『 直島の水と伝説を巡る旅  

お魚満点ツアー 』 

                          ＜香川県 直島町＞ 

 直島の産業やダム・船釣り体験を、地元を知り尽くした語り部と巡り、島の歴史や伝説を

知ることで、直島の持つ魅力を満喫できるツアーです。 

 
（講評） 

・アートで知られる島で、あえて「水」に着目し、島ゆえの水の恩恵が薄い地を選んだ視点が面白

い。地域資源と島特有の水のストーリーを取り入れた、直島の新たな魅力を伝える企画である。

川の無い島でどのように水と暮らしていくのかを実際に本土からの配水設備や受水槽などの施設

や工場を見学して知ることができるため、島内外問わず楽しめる。 

 

   

   

＜御射鹿池＞ 

（一社）ちの観光まちづくり推進機

構 

＜宮浦＞ 



＜うちぬき水＞ 

＜小田井＞ 

＜ダムカード＞ 

一般部門 優秀賞 

奈良県川上村  

『 川上村でダム巡り １２３！ 

１つの村で２つのダムを巡り３つのダムカードをゲットだぜ！ 』 
＜奈良県 吉野郡＞ 

大滝ダムの放流ゲート室や大迫ダムのキャットウォークなど、普段は立ち入るこ

とのできない特別な場所へ案内いたします。 

（講評） 

・テーマを単純明快に、ダム見学をメインにしながらも、移動の車中ではしっかりダムの話、上下流の歴史の話をす
る時間をとるなど、多角的な視点で楽しむことができる内容である。これまでのツアー催行の経験や、視察者の受
け入れ対応からの蓄積が、客対応の随所に生かされており、完成度が高い。さらにきちんと旅行会社を通じて販売
できる形になっていることが素晴らしい。 

・ダムツアーの全国的なモデルになることを期待している。 

 
 

学生部門 優秀賞／特別賞「絶景賞」 

秋山 拓都、菊池 凜子（愛媛県立西条農業高等学校）  
『 ～西条市の宝の山 発掘の旅～  

暮らしの中の水と共に』 
＜愛媛県 西条市＞ 

石鎚山に護られ、豊かな自然に恵まれながら今日まで発展してきた”水の都西条”

の魅力を発掘できるツアーです。 

（講評） 

・地元のいいところを地元の人や移住したい人向けに紹介する内容で、地元の高校生が企画している点を高く評価し

たい。移住の促進は全国各地で抱える課題だが、今日的地域の課題をしっかり把握して、企画に盛り込んでいる。

手話でのアテンドなどの気配りも良い。 

・地元の方に対して丁寧に地元の魅力が伝わる内容と感じられる。 

・地域の資源がよく調べられており、高校生とは思えない、よく練られた企画である。石鎚山も絶景として知られて

いるが、この山が水源地であることは参加者にとっても新たな発見となるだろう。星空ツアーをはじめ蕎麦や足湯

など五感で楽しめる内容で総合的に良い。 

 

 

 

一般部門 奨励賞／特別賞「観光庁観光資源課長賞」 

（一社）高野山麓ツーリズムビューロー 

 

『 世界かんがい施設遺産小田井用水路を巡る旅 

紀州流土木技術で切り開いた水路 』 
＜和歌山県 橋本市、かつらぎ町、紀の川市、岩出市＞ 

300 年前に築かれた「世界かんがい施設遺産・小田井用水路」を巡り、先人た

ちの驚くべき知恵と苦労に触れることで、私たちとこの地域の水のめぐみの歴史的なつながりを

実感するツアーです。 

（講評） 

・単なる旅行というだけではなく、学習という切り口で、治水、河川工事の過去現在を、現地で学べる企画は面白い。

水の大切さと歴史、測量体験や酒食などの魅力的なコンテンツがうまく組み合わされており、参加意欲をそそられる。

移動にはバスを使用しベテランの添乗員も同行するため安全が担保されている。 

・地域の水路や水田の歴史を知ることができ、家族で深く地元を知ることができる良い機会となるだろう。地元の教育

委員会や小学校を通じて家族での参加を促し、観光箇所については、その地域や施設と連携協力されており長期的に

開催できる企画といえる。 

 

 

 

 



＜男女川の水源＞ 

＜別府弁天池＞ 

＜秋保大滝滝壺＞ 

学生部門 奨励賞 

明治大学 木寺ゼミナール   

『 みずのヨリミチ 
～百人一首に沿って体感する水の魅力～ 』 

＜茨城県 つくば市、土浦市、かすみがうら市＞ 

筑波山の男女川を題材にした百人一首に沿って様々な絶景に触れながら、水の魅

力を楽しむことができるツアーです。 

（講評） 

・生活に必要な水源をたどり、水資源を活用した食事やお酒を満喫できるだけでなく、文学的な視点からも水を楽

しめる魅力的な企画である。茨城県のよく知られた場所を、水の切り口で楽しみ学ぶ旅としては、良く練られて

いる。 

・添乗員兼ガイドのような、企画主旨を具体的に伝えられるような工夫ができれば、より印象に残る旅になるだろ

う。 

 

特別賞「絶景賞」   

美祢市総合政策部地方創生推進室   

『 ３億 5,000 万年の大地と水の恵みを味わう！Mineのジオ旅 』 
＜山口県 美祢市＞ 

大地の歴史と豊富な水と生きる地域の人々の暮らしを五感で感じる、ヘルシー＆

フレッシュな３日間。全身でパワーチャージできます。 

（講評） 

・雨水が水源のひとつとなっていることが面白い。別府弁天池や秋吉台など、美しい観光地 

 として有名だが、「水」という視点はツアー参加者以外の観光客へも伝えたくなるテーマと感じさせる内容である。 

 

特別賞「インバウンド賞」   

 奥州忍者研究会  

『 ENJOY NATURE TOUR WITH LOCAL NINJA  

A rare chance to learn stealth techniques from a Ninja master 

while also enjoying some of Miyagi’s most beautiful scenery!』 
＜宮城県 仙台市太白区＞ 

修行の場として絶好の秋保の大自然の中、忍者と一緒に手裏剣投げ・吹き矢で忍者修行を

体験できるツアーです。 

（講評） 

・秋保大滝を中心にそこに根付く信仰や人々の暮らしを忍者のストーリーや各種体験とうまく掛け合わせた魅力的な内

容である。また、ガイドの養成プログラム事業を受講した認定ガイドがアテンドするなど、訪日外国人の受け入れ体

制整備にもしっかりと取り組んでいる点を高く評価した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

「水の里の旅コンテスト 2019」審査委員 

 

一般部門、学生部門の審査 

◎ 安藤 周治  特定非営利活動法人ひろしまね理事長 

大澤  健  国立大学法人和歌山大学経済学部教授 

季武 千早  一般社団法人全国旅行業協会経営調査部 

杉野 正弘  公益社団法人日本観光振興協会事業推進本部 地域ブランド創造部長 

日野 俊英  株式会社全旅常務執行役員 

河田 敦弥  観光庁観光地域振興部観光資源課長 

西口 学  国土交通省水管理・国土保全局水資源部水資源政策課長 

 

 

特別賞「絶景賞」の審査 

詩歩  株式会社 Casket代表取締役 

「死ぬまでに行きたい！世界の絶景」プロデューサー 
 

 

特別賞「観光庁観光資源課長賞」の審査 

河田 敦弥  観光庁観光地域振興部観光資源課長 
 

 

特別賞「インバウンド賞」の審査 

吉浜 隆雄  日本政府観光局（JNTO）地域プロモーション連携室長 
 

 

 

◎：委員長 

 


